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回 覧

「えん」
～加齢なる茶の間～

とき:令和８年８月２８日(金）
１３：３０～１５：００

ところ：保健福祉センター
交流広場

「えん」は、介護の不安や悩み、
将来のことなど、心配なことを
話しながら、不安の解消や仲間
づくりができる場です。
お好きな時間に

お立ち寄りください

裏面は、ほほえみ広場等地域の情報です。

申込・問合せ先
日出町社会福祉協議会

0977-72-0323

ひじんじんちゃん

＼ お気軽にご連絡ください ／

内 容 ： 災害のお話と「防災ボトル」作り
定 員 ： 各 ８ 名
申 込 ： 72-0323 地域共生推進班

つながり応援！！社協出張サロンを開催します。
どなたでも参加できます。楽しいおしゃべり、新た
な出会い、お友達を作りませんか？

社協出張サロン開催！！

「いつまでも住み慣れた地域で生活したい」と願う、高齢者の暮らしを“支え合いの気持ち”で
支援する為に、必要な基礎知識や技術を身につけることを目的とした「ボランティア養成講座」
を開催します！ぜひ皆さんのご参加をお待ちしています♪

場 所 日出町保健福祉センター

定 員 ２０名

受講料 無料

締 切 ９月２５日（金）

その他 ・原則４日間の参加です。

・修了者には修了証を発
行します。
・参加出来ない日がある
場合は事前にご相談くだ
さい。

日 時 場 所

９月２８日
（月）

１０時～１１時３０分 豊岡地区公民館

１3時30分～１５時 川崎地区公民館

９月２９日
（火）

１０時～１１時３０分 大神地区公民館

１3時30分～１５時
交流ひろばHiCaLi
多目的室２

１０月１日
（木）

１3時30分～１５時
日出町保健福祉
センター

日時 講座内容

１０月７日（水）
９時～１１時５０分

・介護保険制度理解
・高齢者の特徴と対応
・高齢者の疑似体験

１０月１４日（水）
９時～１２時１０分

・高齢者の尊厳と保持
・認知症の理解

１０月２１日（水）
９時～１２時２０分

・高齢期の栄養
・口腔ケアと口腔機能
・リスクマネジメントと緊急時の対応

１０月２８日（水）
９時～１２時

・自立支援のための介護技術
・ボランティア活動と心構え



かわら版についてのお問い合わせ

社会福祉法人 日出町社会福祉協議会 〒879-1502 速見郡日出町大字藤原2277番地1

電 話 0977-72-0323 FAX 0977-72-9785

コーディネーター地域を歩く！

主 催：ほほえみ広場ボランティア

場 所：日出町保健福祉センター交流広場

時 間：13：30～15：0０

持ち物：飲み物、室内履き物来月のほほえみ広場
◆１０月分予約開始日

９月４日（金）から

※水分補給のため、水筒などの飲み物を必ずご持参ください。

予約・問合先／日出町社会福祉協議会
【電話７２－０３２３】

2日（金）
定員：15名

茶話会と楽しい歌の広場
参加料：100円が必要です。
テーマを決めてみんなでおしゃべり！
最後はみんなで歌を歌う予定です。

9日（金）
定員：15名

簡単！おやつ作り 協力：伊藤京子さん

参加料：200円が必要です。
持ち物：エプロン・三角巾
今回は｢炊飯バナナケーキ｣と｢野菜スープ｣を作ります！

14日（水）
定員：25名

介護予防イキイキ3B体操
持ち物：飲み物、室内シューズ、タオル等
※マットのある方はご持参ください。

16日（金）
定員：20名

三味線演奏会 協力：絃友会のみなさん

参加料：100円が必要です。
大好評につき、今年２回目の開催です！
素敵な音色に癒されませんか？

28日（水）
定員：25名

介護予防イキイキ3B体操
持ち物：飲み物、室内シューズ、タオル等
※マットのある方はご持参ください。

社協かわら版～裏～
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CTBケーブルテレビ
出演情報！！

偶数月の第3月曜日11：30より、CTB

さんの「ひるまえとんぼチャンネル」に

出演し、地域や事業の情報を発信してい

ます！

是非ご覧ください！

15：00から高平おばちゃんズのお惣菜販売があります！

７月初旬の大雨で被災された家屋があると、区
長さまからの相談がありました。日ごろから活動
されている災害ボランティアの方々と、地域の有
志の方々にご協力いただき、ボランティア活動を
行っていただきました。災害ボランティアの方は
もとより、地域の有志の方々の支え合いのお気持
ちは、被災された方々にとってとても心強いもの
であったと思います。
ご協力いただいた皆様ありがとうございました。
令和８年熊本地震、令和８年８月千葉豪雨と、
大きな災害が頻発しています。
其々が、命を守る「防災」について、今一度考
えましょう。
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